




平成２９年度
吉田町一般会計決算
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歳 入 総 額 118億4,223万9千円

歳 出 総 額 112億2,718万6千円

歳入歳出差引額 6億1,505万3千円
（平成30年度へ繰越した金額）

6億1,505万3千円のうち

○使途が決まっている額 774万5千円

○使途が決まっていない額 ６億730万8千円

平成２９年度一般会計決算の概況

「人が集い 未来へはばたく魅力あふれるまち 吉田町」
の実現のために執行した決算額
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歳入構成

※各項目ごと四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

町税

54億1,617万6千円

（46%）

県支出金
9億1,589万1千円

（8%）

国庫支出金
9億1,072万2千円

（8%）

町債
8億9,969万6千円

（8%）

繰入金
8億4,260万2千円

（7%）

寄附金
6億9,388万円

（6%）

地方消費税交付金
5億8,761万5千円

（5%）

繰越金
5億2,373万4千円

（4%）

地方交付税

4億3,389万5千円

（4%）

諸収入など

6億1,802万8千円

（5%）

歳入決算額

118億4,223万9千円

（内訳）
個人町民税 15億3,603万1千円

法人町民税 6億3,760万6千円

固定資産税 27億3,007万6千円

軽自動車税 8,871万4千円

町たばこ税 1億8,583万7千円

都市計画税 2億3,791万3千円
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歳出構成

※各項目ごと四捨五入しているため、合計が合わない場合があります。

民生費
26億7,934万5千円

（24%）

衛生費
15億3,997万9千円

（14%）

教育費
14億9,537万7千円

（13%）

総務費
14億5,899万9千円

（13%）

土木費
12億5,978万8千円

（11%）

公債費
11億382万7千円

（10%）

諸支出金
4億5,158万7千円

（4%）

消防費
4億2,008万円

（4%）

農林水産業費
3億6,270万7千円

（3%）

商工費
3億5,252万7千円

（3%）

議会費・労働費

1億297万円

（1%）

歳出決算額

112億2,718万6千円
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平成２９年度の主な成果 ①

コンビニ交付、コンビニ収納 542万9千円

情報発信アプリケーション 162万円

子育て支援 1,238万円

コンビニエンスストアで各種証明書（住民票
など）を交付するサービスの開始やコンビニ
収納導入のためのシステム改修を実施

生活に身近な情報を即座に発信できるアプリ
ケーション（よしポケNEWS）を構築

「よしだにこにこ子育て保健サービス」 によ
る、相談支援、妊娠出産に係る経費助成、電子
親子手帳（よしにこダイアリー）の導入を実施

※金額は決算額

少子化対策 2,995万円

若年世帯の住宅取得に対する補助金の交付や第
2子以降の出産に係る出産祝金の支給を実施
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平成２９年度の主な成果 ②
水産振興 967万6千円

水産業の振興と活性化を図るため、水産業関連
機械設備整備事業などに係る費用の一部補助を
実施

※金額は決算額

多目的広場整備 1億9,718万6千円

シーガーデンシティ構想の実現に向け、吉田
漁港に防潮堤を兼ねる多目的広場を整備する
ための盛土工事などを実施

道路整備 1億3,617万1千円

“ふじのくに”のフロンティアを拓く取組
（企業活動維持支援事業区域）において、
道路整備を実施

農業振興 1,486万9千円

農業生産基盤の強化を図るため、共同利用施
設の整備事業に係る費用の一部補助を実施
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平成２９年度の主な成果 ③
木造住宅耐震補強費補助など 2,291万3千円

既存木造住宅の耐震性を向上させるため、
倒壊の危険性が高い住宅の耐震補強工事な
どに係る費用の一部補助を実施

※金額は決算額

同報無線デジタル化整備 3,761万2千円

災害時における情報伝達体制の強化を図る
ため、同報無線デジタル化工事を実施

小中学校空調設備整備 2億3,112万円

児童・生徒の快適な学習環境を整備するた
め、町内小中学校の普通教室及び特別教室
に空調設備（エアコン）を設置

総合体育館耐震補強改修 5億2,574万4千円

耐震補強工事のほか、天井落下対策、アリー
ナ床改修、照明のＬＥＤ化、トイレのバリア
フリー化を実施
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ふるさとよしだ寄附金の実績

寄附金額 ６９１，１６２，５００円

一般寄附 町長にお任せ 549,073,500 円

新たな安全と賑わいの創出に向けた「シーガーデンシティ構想」 7,924,500 円

災害に強く安全・安心に暮らせるまちづくり 26,420,000 円

誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり 43,294,000 円

活力あふれる産業振興のまちづくり 16,940,500 円

魅力あふれる多様な交流を生むまちづくり 3,412,000 円

次代を担う心豊かな人を育むまちづくり 33,579,500 円

豊かな自然と共生するまちづくり 9,494,000 円

行政と住民が一体となって取り組むまちづくり 1,024,500 円

小　　　　　計 142,089,000 円

691,162,500 円

項　　　　　目 金　　　額

指定寄附

合　　　　　計
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町債の元利償還額の推移

（単位：千円）

※Ｈ29までは実績値 Ｈ30からはシミュレーション
※実質公債費比率（3カ年平均）H29：10.8％
（早期健全化基準（25.0％）を大きく下回っており、健全性が保たれています。）
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町債残高の推移

（単位：千円）

※Ｈ29までは実績値 Ｈ30からはシミュレーション
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平成３０年度重点施策
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平成30年度
吉田町のキーワードは

“躍動”です！ 「豊かで勢いがあり、心を魅了するまち」に向けて、
平成30年度は“躍動”をキーワードとした事業を展開します。

主な躍動メニュー

躍動その１
教育環境の充実

-TCPトリビンスプランの推進-

躍動その２
新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-

躍動その３ 子育て支援の拡充

躍動その４ 健康づくりの推進

当初予算額 106億3,700万円
補正予算額 3億1,277万円

現予算総額 109億4,977万円
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躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

◎トイレ改修
小中学校のトイレを洋式に改修し、快適な生活環境を
整備

399,088千円

●ALTの全校配
置

1校につき1人の外国語指導助手を配置し、外国語教
育を推進

20,040千円

●公設学習塾の
拡充

補充学習・発展学習の充実を図るため、各小中学校
において平日に公設学習塾を開催

6,424千円

●放課後補充学
習の開催

学力定着に課題を抱える児童に対し、放課後・夏休み
の補充学習を実施

1,317千円

●学力調査を活
用した授業改善

全国学力・学習調査及び吉田町学力調査の結果の分
析を授業改善を実施

6,563千円

●幼児教育カリ
キュラム実践

幼児教育推進のため、幼稚園、保育園、小学校の連
携を図りながら、幼児教育カリキュラムを実施

1,204千円

●小中一貫教育
の推進

「中一ギャップ」解消のため、小・中学校の教育を接続
し、切れ目のない教育を推進

1,197千円

◎：新規事業
●：拡充する事業

①子どもの「確かな学力」を保障する環境づくり
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躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

トイレ改修

住吉小学校、自彊小学校、吉田
中学校において、すべてのトイ
レを洋式化
※中央小学校については平成

26年度に実施済み

トイレ床は従来の「湿式」から
「乾式」に変更することで、菌や
悪臭の温床となる濡れた床をな
くし、快適な衛生環境を実現
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躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

全小中学校に1人ずつ、合計4名のALTを

配置し、生徒がネイティブ英語に触れる機
会を創出

ALTの全校配置

公設学習塾の拡充

吉田中学校において土曜日開催⇒各小
中学校において平日開催へ変更

民間業者への委託を活用し、様々な教材
を活用した学習を実施
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躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

◎校務支援シス
テム機器更新

学校事務の効率化を図るため、校務支援システムの
バージョンアップを実施

28,492千円

◎部活動外部指
導員の配置

教職員の多忙化解消のため、部活動指導員（外部人
材）を配置

2,688千円

◎学校環境改善
業務委託

教職員の多忙化解消のため、教職員の職場環境改
善を企図

1,372千円

◎校務アシスタン
トの配置

教職員の多忙化解消のため、教職員の事務補助を行
う校務アシスタントを全小中学校に配置

5,848千円

●学校閉庁日の
設定

教職員の集中的な休暇取得を推進するため、夏季・
冬季における学校閉庁日を増加

1,008千円

◎：新規事業
●：拡充する事業

②教職員が授業に専念できる環境づくり
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躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

町内の全小中学校に校務アシスタントを
配置
1校あたり2人を配置

校務支援システム機器更新

校務アシスタントの配置

成績管理、出席簿管理等の教職員の
日常業務支援システムを効率化

17



躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

●公設学習塾の
拡充（再掲）

補充学習・発展学習の充実を図るため、各小中学校
において平日に公設学習塾を開催

6,424千円

●放課後補充学
習の開催（再掲）

学力定着に課題を抱える児童に対し、放課後・夏休み
の補充学習を実施

1,317千円

◎放課後こども
教室の開設

放課後こども教室の開設により、放課後児童の居場
所づくりや活動場所を確保

990千円

●放課後児童ク
ラブの拡充

放課後児童の居場所づくりや活動場所の確保のため、
放課後児童クラブ室を増設

162,227千円

◎：新規事業
●：拡充する事業

③保護者（家庭）の教育のニーズに応えた環境づくり
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躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

放課後こども教室

体験学習や地域住民との交流
等を実施

現在中央小学校区にて実施、
他小学校区においては今後順
次実施予定

19



躍動その１ 教育環境の充実 -TCPトリビンスプランの推進-

自彊小学校区
（学校敷地内）

中央小学校区
（学校敷地内）

住吉小学校区
（学習ホール横）

保護者が安心して働くことができる体制を整え
るため、放課後児童の居場所づくりを推進

父母の就労状況等、入所要件の緩和に伴う利
用需要の増加を充足させるため、放課後児童ク
ラブを増設
平成31年4月からの入所開始に向け、目下建築
計画遂行中

放課後児童クラブの拡充
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子供、先生のためのプラン。
先生方と一丸となって

進めたい。

「ＴＣＰトリビンスプラン」車座対話

もっと、自分たちの思いや
考えを聞いて欲しい。

対話

教 員

教育委員会
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実施回数 開催日時 対象者（人数）

第１回 ５月７日(月)15:30～18:00 管理職等(8)

第２回 ７月３０日(月)15:30～18:00 研修主任等(8)

第３回 ８月１日(水)10:00～12:00 中央小学校希望者①(7)

第４回 ８月３日(金)10:00～12:00 中央小学校希望者②(3)

第５回 ８月６日(月)10:00～12:00 吉田中学校希望者①(4)

第６回 ８月６日(月)13:30～16:00 吉田中学校希望者②(14)

第７回 ８月７日(火)10:00～12:00 中央小学校希望者③(2)

第８回 ８月７日(火)14:00～16:00 自彊小学校希望者(2)

第９回 ８月１０日(金)15:30～16:30 養護教諭、栄養教諭(6)

第１０回 ８月２１日(火)10:00～12:00 吉田中学校希望者③(4)

第１１回 ８月２１日(火)13:30～15:30 吉田中学校希望者④(4)

第１２回 ８月２４日(金)10:00～12:00 住吉小学校希望者(6)

第１３回 ８月３０日(木)15:00～16:30 学校事務職員(5)

「ＴＣＰトリビンスプラン」車座対話 開催状況
全１３回実施。参加者は延べ７３名。

車座対話の内容を踏まえ教育委員会において対応を協議。協議の結果、必要に応じて総
合教育会議に提案。
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躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-
◎：新規事業
●：拡充する事業

①新たな安全

◎津波防災ス
テーション機器更
新

津波・高潮による被害を防ぐため、吉田漁港の陸閘を
管理する機器を更新

43,578千円

●多目的広場法
面補強

多目的広場の法面の補強及び階段設置工事を実施 16,200千円

◎防潮堤整備に
係る関連工事

国が行う海岸防潮堤整備に係る関連事業を実施 26,539千円

●企業活動維持
支援事業区域基
盤整備

川尻高島地区（“ふじのくに”のフロンティアを拓く取
組）における道路及び橋梁を整備

92,492千円

◎防潮堤着工式
典の開催

海岸防潮堤整備着工に伴う式典を実施し、津波防災
まちづくりの機運の高まりを全国へ発信

2,000千円

●同報無線デジ
タル化整備

難聴地域の解消を図るため、町内同報無線のデジタ
ル化を実施

113,325千円
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防潮堤整備多目的広場整備

躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-

24



防潮堤整備着工式

躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-

吉田町（川尻工区）海岸防護の断面イメージ
（駿河海岸整備検討会）

開催予定日時：平成30年10月13日(土）
開 催 場 所 ：吉田町川尻海岸
協 賛 ：中部地方整備局

静岡河川事務所、
静岡県島田土木事務所

中部地方整備局静岡河川事務所や県島田土木事
務所の協賛のもと、着工式を開催することにより、
津波防災まちづくりの機運の高まりを全国へ発信

※参考 津波避難タワー完成式典の様子
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企業活動維持支援事業区域基盤整備

川尻高島地区における道路及び橋梁の整
備事業

本年度は大幡川に架かる橋梁上部及び左
岸側の橋梁下部工事、第二工区の道路舗
装を実施

躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-

事業実施区域

トライ産業株式会社
業 種 水産加工業
敷地面積 約10,500㎡

株式会社大長増田商店
業 種 水産加工業
敷地面積 約12,500㎡

タイセーサッシ工業株式会社
業 種 建築資材製造業
拡張面積 約3,000㎡
※既存企業の拡張
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同報無線のデジタル化により、これまで以上に的確な情報提供を図る

昨年度は役場庁舎に設置される親局を整備済であり、本年度は町内各地に設置され
る子局の整備を実施
全体整備数36局のうち、本年度については23局を整備予定

同報無線デジタル化整備

躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-
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躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-
◎：新規事業
●：拡充する事業

②賑わいの創出

◎シーガーデン
シティ構想推進
委員会の開催

シーガーデンシティ構想の推進を図るため、有識者を
交えた推進委員会を開催

1,225千円

◎吉田IC周辺活

性化調査業務委
託

しずおか中部連携中枢都市圏事業として、吉田IC周
辺の活性化を図るための業務委託を実施

3,500千円

◎地域おこし協
力隊の活用

地域力の維持・強化を図るため、三大都市圏からの
移住者を地域おこし協力隊として採用

8,800千円

◎多目的広場上
部利活用検討委
員会の開催

シーガーデンシティ構想推進委員会の下部組織として、
官学連携等も図りながら多目的広場の利活用を検討

350千円

●多目的広場詳
細設計業務委託

多目的広場上部についての詳細設計業務委託を実
施

18,000千円
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シーガーデンシティ構想
～『新たな安全』と『新たな賑わい』の創出による魅力あるまちづくり～

1000年に一度の大津波への備えを「津波防災まちづくり」を進めることによって構築し、『新たな安全』を創出するととも
に、「津波防災まちづくり」を進める中で整備される北オアシスパーク（防災公園）の情報発信機能を活用しながらシー
ガーデン（多目的広場、海浜回廊、河川防災ステーション、県営吉田公園など）や町内各所への人の流れを「賑わいまちづ
くり」によって喚起し、『新たな賑わい』を創出する取組を一体的に進め、魅力あるまちづくりを行ってまいります。

県営吉田公園

吉田漁港

企業活動維持支援事業エリア

東名吉田ＩＣ

小山城

ふじみスクエア

富士山静岡空港

北オアシスパーク（防災公園）

シーガーデン

津波避難タワー群
（住吉区）

津波避難タワー群
（川尻区）

物資供給拠点確保事業エリア
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躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-

シーガーデンシティ構想推進委員会の開催

大学教授や国・県職員、自治会や商工会
等様々なメンバーで構成される検討委員
会を立上げ
平成30年7月4日(水）に第1回目を開催
本年度中に全3回開催予定
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躍動その２ 新たな安全と賑わいの創出

-シーガーデンシティ構想の推進-

吉田IC周辺活性化調査

【関連事業】生活交通車両整備事業

新型の低床バスの導入により、交通利便性
の向上に寄与

公有民営化方式を採用することで、貴重な
地域間交通手段としてのバス路線維持に貢
献

交通利便性の向上と都市間交流人口
の増加を目指し、吉田IC周辺の活性化
を図るための調査を実施
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躍動その３ 子育て支援の拡充

◎若年者住宅取得
応援補助

住宅を新築する若年世帯に対して30万円を補助し、移住・定住を促
進

24,000千円

◎出産祝金
吉田町人口ビジョンに掲げる合計特殊出生率の目標達成を目指し、
第2子以降の出産に対して祝金を支給

9,500千円

●放課後児童クラ
ブの拡充（再掲）

放課後児童の居場所づくりや活動場所の確保のため、放課後児童
クラブ室を増設 162,227千円

◎こどもｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
予防接種助成

1歳から中学3年生を対象にインフルエンザ予防接種費の一部を助
成し、感染予防に努めるとともに保護者の負担を軽減

7,280千円

◎おたふくかぜ
予防接種助成

1歳から就学前の子どもを対象におたふくかぜ予防接種費の一部を
助成し、感染予防に努めるとともに保護者の負担を軽減

5,242千円

●妊娠出産応援
パッケージ助成

妊婦健診や出産に係る交通費や新生児の検査、産後1か月健診等
に係る費用をパッケージにして助成（5万円）

12,500千円

◎：新規事業
●：拡充する事業①子育て支援の充実

（次頁へつづく）
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躍動その３ 子育て支援の拡充

●３歳児健診の拡
充

視機能スクリーニング機器を導入した3歳児健診を実施 1,322千円

◎乳房ケア費助成
母乳育児に係るトラブル解消及び経済的負担軽減のため、
乳房ケア費の助成を実施

300千円

◎産婦健康診査費
助成

産後うつや新生児への虐待予防のため、出産後間もない時
期に行う産婦健康診査に係る費用を助成

2,500千円

●幼稚園就園奨励
費の拡充（再掲）

子育て世帯の保護者の負担軽減を図るため、幼稚園就園奨
励費を拡充

30,814千円

◎：新規事業
●：拡充する事業①子育て支援の充実

（前頁よりつづき）
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躍動その３ 子育て支援の拡充

こどもｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ
対象は1歳～中学3年生
1件当たり2,000円を上限に助成
おたふくかぜ
対象は1歳～小学校就学前
1件当たり6,500円を上限に助成

若年世帯住宅取得補助

予防接種費助成（こどもｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ・おたふくかぜ）

対象の若年世帯とは、夫婦のいずれかが45

歳以下または中学生未満の子どもがいる世
帯
1件当たり30万円の助成を実施
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躍動その３ 子育て支援の拡充

産婦健康診査費助成

対象は概ね産後8週間以内の産婦
助成額は健診1回当たり5,000円
1人当たり2回分を助成

妊娠出産等応援パッケージ助成

産前産後の交通費、新生児期検査、産後1
か月健診等の費用をパッケージ化して助成
出産1回当たり50,000円を助成（双子以上の
多児の場合は上乗せあり）
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躍動その４ 健康づくりの推進

●ウォーキング
イベント

生活習慣病の発症予防や身体活動低下を防ぐことを目的とし
て、ウォーキングイベントを開催

800千円

◎笑っしょいよしだ
ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ

町オリジナルダンスの普及、並びに町民の健康づくりの増進
を図るため、ダンス健康づくりイベントとして「笑っしょいよしだ
フェスティバル」を開催

6,000千円

●総合体育館ﾄ
ﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑの拡
充

総合体育館ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾙｰﾑに新たなﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ機器を設置し、指
導員を配置

8,104千円

◎総合体育館ﾘ
ﾆｭｰｱﾙ記念ｲﾍﾞﾝﾄ

総合体育館リニューアルの記念事業として、ﾌﾟﾛｽﾎﾟｰﾂ選手を
招き親善試合等を実施

925千円

◎：新規事業
●：拡充する事業①健康づくりの推進
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総合体育館トレーニングルーム拡充

新たな筋力トレーニングマシンやウェルネス
機（トレーニングメニュー作成機）を導入、運
動トレーナーを新規配置
利用料金は平日昼間100円、夜間200円（町
外利用者は上乗せあり）

笑っしょいよしだフェスティバル

11月に開催予定

町内の様々なダンス団体による町オリジナ
ルダンスや創作ダンスを披露予定
10周年を迎えるにあたり、著名人を招聘して
のイベント実施を計画

躍動その４ 健康づくりの推進
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ご清聴ありがとうございました。
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